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牛乳が大好きな子どもたちが大きな牛に会って、嬉しいようすを描きました。よろこ
びすぎて、牛からはなれたくなくて、ギュッとだきしめているところです。牛はちょっ
とてれています。
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乳牛頭数等取りまとめ表（表１）
令和７年２月１日現在

西大寺 備　南 びほく 小計 勝　英 津　山 真　庭 小計 おからく
合　計

乳 牛 飼 養 戸 数 19 22 15 56 24 27 35 86 142 
（対前年増減） ▲ 4 ▲ 1 ▲ 3 ▲ 8 ▲ 1 ▲ 2 ▲ 1 ▲ 4 ▲ 12
乳 牛 総 頭 数 891 6,118 965 7,974 1,789 1,564 2,415 5,768 13,742 
（対前年増減） ▲ 97 13 ▲ 74 ▲ 158 ▲ 60 ▲ 35 ▲ 106 ▲ 201 ▲ 359
経 産 牛 頭 数 596 4,688 705 5,989 1,424 1,075 1,701 4,200 10,189 
（対前年増減） ▲ 78 ▲ 25 ▲ 40 ▲ 143 ▲ 53 23 ▲ 42 ▲ 72 ▲ 215
経 産 牛 頭 数 の
占める割合（％） 5.8% 46.0% 6.9% 58.8% 14.0% 10.6% 16.7% 41.2%

経 産 牛 率（％） 66.9% 76.6% 73.1% 75.1% 79.6% 68.7% 70.4% 72.8% 74.1%

育 成 牛 率（％） 33.1% 23.4% 26.9% 24.9% 20.4% 31.3% 29.6% 27.2% 25.9%

ホルスタイン種 883 6,108 964 7,955 1,789 1,564 1,096 4,449 12,404 

ジャージー種他 8 10 1 19 0 0 1,319 1,319 1,338 

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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おからく現況調査総括表（表２）
令和７年２月１日現在

西大寺 備　南 びほく 小計 勝　英 津　山 真　庭 小計 おからく
合　計

酪 農 家 戸 数
搾乳農家 18 22 15 55 24 26 34 84 139 
育成農家 1 1 2 2 3 
合　　計 19 22 15 56 24 26 36 86 142 

関係機関戸数
搾乳農家 1 1 1 1 2 3 
育成農家 1 1 1 
合　　計 1 0 0 1 0 1 2 3 4 

酪 農 場 総 数
（乳牛飼養戸数）

搾乳農家 19 22 15 56 24 27 35 86 142 
育成農家 1 0 0 1 0 1 3 3 4 
合　　計 20 22 15 57 24 28 38 89 146 

肉 用 牛 飼 養 農 家 戸 数 4 6 4 14 9 13 3 25 39 
総農家戸数（関係機関を含む） 24 28 19 71 33 41 41 114 185 

ホルスタイン
頭 数

６ヶ月未満 94 404 74 572 146 161 106 413 985 
６〜24ヶ月 193 764 123 1,080 219 322 196 737 1,817 
24ヶ月以上 596 4,940 767 6,303 1,424 1,081 794 3,299 9,602 

合　計 883 6,108 964 7,955 1,789 1,564 1,096 4,449 12,404 
うち経産牛頭数 589 4,687 704 5,980 1,424 1,075 769 3,268 9,248 

ジャージー他
頭 数

６ヶ月未満 0 1 0 1 0 0 122 122 123 
６〜24ヶ月 1 5 0 6 0 0 228 228 234 
24ヶ月以上 7 4 1 12 0 0 969 969 981 

合　計 8 10 1 19 0 0 1,319 1,319 1,338 
うち経産牛頭数 7 1 1 9 0 0 932 932 941 

乳 用 牛 総 飼 養 頭 数 891 6,118 965 7,974 1,789 1,564 2,415 5,768 13,742 
経 産 牛 頭 数 596 4,688 705 5,989 1,424 1,075 1,701 4,200 10,189 
乳用牛１戸当たり飼養頭数 44.6 278.1 64.3 139.9 74.5 55.9 63.6 64.8 94.1 
乳用牛１戸当たり経産牛頭数 29.8 213.1 47.0 105.1 59.3 38.4 44.8 47.2 69.8 

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。

地区別酪農家戸数（育成農家・関係機関を含む）（表３）
令和７年２月１日現在

平均
年齢

飼 養 頭 数 別 酪 農 家 戸 数
1〜9 10〜19 20〜29 30〜39 40〜49 50〜59 60〜79 80〜99 100〜149 150〜249 250〜499 500〜999 1000〜 計

西大寺 63 1 2 2 5 3 3 1 0 2 0 0 0 0 19 
備　南 55 0 2 1 0 5 2 1 1 3 3 1 2 1 22 
びほく 60 0 0 8 2 0 1 1 0 1 2 0 0 0 15
小計 59 1 4 11 7 8 6 3 1 6 5 1 2 1 56 

勝　英 56 0 2 1 3 7 2 2 2 3 1 1 0 0 24 
津　山 57 0 4 5 2 1 3 6 3 2 1 0 0 0 27 
真　庭 50 0 4 1 3 3 6 10 1 6 1 0 0 0 35 
小計 54 0 10 7 8 11 11 18 6 11 3 1 0 0 86

合　　計 57 1 14 18 15 19 17 21 7 17 8 2 2 1 142 
※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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第16回全日本ホルスタイン共進会（全共）の中身とは
事業本部

　今秋、開催される第16回全日本ホルスタイン共進会（全共）北海道大会の中身を紹介していこう。新
型コロナ感染症の影響により、第15回大会（九州大会）は中止となったため、実に10年ぶりであり北海
道では２回連続の開催となる。今回は持続可能性を重点テーマとした大会を目指すが、全共とは酪農業
界最大のイベント行事であることに変わりはない。
　岡山県では全共に向け、組合員皆様のご協力の下、出品対策協議会を設置（表１参照）しており、関
係機関総力を挙げて支援を行っている。

　　　　　　　　 ★開催期日：令和７年10月25日㈯～26日㈰
　　　　　　　　 ★開催場所：北海道勇払郡安平町　北海道ホルスタイン共進会場
　　　　　　　　 ★出品頭数：400頭（ホルスタイン368頭　ジャージー32頭）

　出品頭数は前回を上回る頭数で北海道より200頭、都府県より200頭を予定している。全共の目的のひ
とつである国内種雄牛利用の普及拡大を進めるため後代検定種雄牛「Ｊサイヤー」の娘牛を10～12か月
齢・経産２歳級・３歳級の３クラスへの出品を割り当てている。また、高等学校特別枠として20校20頭
を予定されている。近年、高校のレベルは非常に高くなりチャンピオンや上位入賞も多くなってきた。
　さらに２日目は高校出品牛の中から高校日本一の決定審査も企画された。酪農育成プログラムとして
大会前日に高校生などを対象にジャッジング・リードマンスクール・リードマンコンテストも開催する。
　酪農経営の中で特に最近は乳牛が健康で長持ちし、繁殖が良好であるなど長命連産性の向上が求めら
れている。体型審査は乳牛の骨格構造や乳器、肢蹄の形状などから長命連産性の良し悪しを評価する唯
一の方法であり、審査標準に基づき個々の牛を評価・比較して序列をつけるのがショーである。全共は
各県の代表牛を集め展示・比較することで日本のホルスタイン・ジャージーの体型改良の成果と今後の
改良の方向性を示す重要な役割を担っている。
　もう一つの目的は、なんと言っても酪農家同士の交流である。厳しい酪農情勢の中、離農も相次ぎ全
国で１万戸を割る状況の中、全国から多くの酪農家が出品、来場し、出品技術や飼養管理技術、改良の
考え方や交配種雄牛などの情報も交換できる絶好の機会でもある。さらには各県がチームとして共進会
を共に戦うことは結束力の強化や仲間意識の向上につながり、関係職員のレベルアップにもつながって
いく。
　主催者側も厳しい酪農情勢の中、出品者の負担を少しでも軽減させるため開催期間を４日間から２日
間に短縮し、出品料軽減やショーに特化した開催計画を立て、現況に配慮されている。
　前述した今後の改良の方向性についてだが、今の改良はゲノミック評価により乳牛の遺伝的改良は急
加速で進んでいる。第16回大会ではゲノミック評価はまだ反映されていないが、次の大会ではゲノミッ
ク評価に基づく新たな改良方向が提示されるだろう。

※デーリィマン１月号　特集Ⅲ「行くぞ！北海道全共」より一部抜粋
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表１　第16回全日本ホルスタイン共進会　岡山県出品対策協議会組織図（2025.２月時点）
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はじめに
　いつも大変お世話になっております。2025年が始まりあっという間に２か月が過ぎ、年度末の時期に
なりましたが、いかがお過ごしでしょうか。まだ寒い日もありますが、今回は暑熱対策の環境面につい
てお話したいと思います。すでにご承知の方もいらっしゃるとは思いますが、お手すきの際に見ていた
だけると幸いです。
牛の体温と放熱について
　恒温動物である牛は代謝の際に熱を生産し、体温を一定に保つために放熱しようとします。暑いとき
は汗をかくことで体温調節をしており、汗は体温を吸収し、熱を含んだ汗が空気中に揮発する際にため
込んだ熱を放出して、体温を下げます。
　熱は隣接しているものに伝導し、同じ温度になり、外部からの影響がない限りその温度を一定に保と
うとする特徴があるため、隣接している牛舎の空間と牛でも熱の伝導が起こるということになります。
しかし、熱の伝導は物質間の温度差がある場合のみに発生するため、牛舎の空間と牛体に温度差がない
場合は伝導しません。また、汗の揮発には空気の水蒸気量が大きく影響するため、温度以外に湿度も重
要となります。空間の温度・湿度が低い場合に牛体から熱の放散ができるということになります。した
がって、牛体からの放熱のためには牛舎内の温度と湿度管理が重要となります。
ＴＨＩを活用した暑熱の評価
　牛が受けている暑熱の影響の評価方法として温湿度指数（ＴＨＩ）があります。ＴＨＩは気温と空気
中の相対湿度で暑熱の影響を評価する指標です。
　乳牛の適温域は４～24℃ですが、ＴＨＩを見ることで、湿度も考慮した評価をすることができます。
乳量が30㎏代の牛だと暑熱ストレスの反応が出始めるＴＨＩは68とされています。
　人が暑さを感じ始めるＴＨＩは80あたりで、日本人は80よりも高い値になる傾向にあるようです。人
が暑さを感じ始めているとき、すでに牛は暑熱ストレスの影響を受けている可能性が高いので、牛舎内
の温湿度は早めに気に掛ける必要があります。
暑熱ストレスへの反応
　暑熱への反応として呼吸数の増加、血管の拡張、飲水量の増加、採食量の低下がみられるようになり
ます。これらが暑熱ストレスの症状です。採食量の低下は熱生産の元となる栄養素を摂取しないための
反応ですが、結果的に乳量の減少、乳質の悪化、繁殖機能の低下につながります。特に繁殖機能のダメー
ジは影響が長引く傾向にあるため、収支に多大な影響を与える可能性が高くなります。
環境面での暑熱対策
①給水
　気化熱による熱の放散も伴い、夏は牛の飲水量が増えるため、給水施設には新鮮な水を一度に大量に
供給できることが求められます。ウォーターカップ方式では給水配管を貯水タンクとして考え、給水配
管の内径を大きくすることで大量の水が供給可能となります。水槽の場合は水槽の数と設置位置が重要
になります。搾乳直後は飲水量が増えるため、パーラーから戻ってきて水が飲める場所があるとよいか
と思います（パーラーの出口から近すぎると牛が渋滞を起こすので注意してください）。牛には社会的
序列があり、強い牛がより水を飲めている印象がありますが、実は他の牛から水飲み場を守ることに忙
しく、序列上位の牛も水が飲めていないという報告もあります。既存の水槽に加えて、追加的に簡易的
な水飲み場を設置することで、全ての牛が水にアクセスしやすくなることが期待できます。新鮮な水を
十分量飲めるように、水槽やウォーターカップの清掃も重要になります。
②換気と送風
　換気は空気の入れ替えや牛舎内の湿気の除去を目的に行います。送風は牛に直接風を当てることが目
的です。換気と送風の両方を行うことが重要です。
　送風ファンは牛床上部や飼槽上部に設置して牛体に風を当てながら空気を送ります。牛の熱放散を促
すためには少なくとも常時２ｍ／秒以上の風を牛体に当てる必要があります。必要台数は牛舎のサイズ

暑熱ストレスとその対策について
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　購買畜産課　大呑瑠莉花
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によって変わりますが、牛がいる状態で風速２ｍ／秒を確保できるのは、１ｍ径ファンの場合４〜５ｍ
までですので、３頭に１台以上必要です。牛の発汗量が多い首から肩付近に風がよく当たるような位置
および角度で設置します。ファンの羽の掃除をすることで風速が上がるので、掃除もおすすめです。
　トンネル換気は入り口から入ってきた空気を陰圧によって反対側の出口からファンを使って強制的に
排気させます。注意点は、風の入り口と出口以外は気密性を保つことです。気密性が低い場合、空気を
引き込む力が弱まり、換気効率が低減してしまいます。
③輻射熱・日光遮へい対策
　日中の屋根は太陽の熱によって高温になります。屋根の熱は牛舎内の温度に影響します。屋根への散
水、遮熱塗料の塗布、断熱材の使用は、牛舎内へ伝わる熱の量を小さくすることが期待できます。西日
除けには遮熱シート、遮光ネットなどが効果的です。
④牛体への散水
　首から肩あたりに直接水をかけて、水が蒸発する際の気化熱を利用し、冷却します。水が気化しない
場合は熱放散を妨げ、熱を体内にこもらせます。また、気化しないと牛舎内の湿度が上昇するため、換
気、送風条件が良いことが必須となります。
⑤細霧冷房
　気化熱による冷房効果が期待できます。余分な水分は湿気の原因となるため、無駄なミストは出さな
いこと、間欠運転を行うことで湿度を一定に保ちます。湿度が高いときは気化冷却が期待できないため、
舎内の湿度のコントロールが必要です。
おわりに
　ここまでお読みいただきありがとうございました。今年の夏も暑くなると思います。暑熱時は人も大
変ですが、事前に対策をして、少しでも快適な夏を迎えましょう。全酪連では換気扇、送風機や暑熱時
に効果のある添加剤等も取り扱っております。気になることやご不明な点等ありましたら、全酪連職員
にご相談ください。今後ともよろしくお願いいたします。

　

２
月
10
日
放
送
の
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予

報
の
担
い
手
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
、
く
に
と

み
牧
場
（
勝
田
郡
奈
義
町
）
の
早
川
倫
矢

さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
川
さ
ん
は
実
家
が
酪
農
家
で
、
牛
は

小
さ
い
時
か
ら
身
近
な
存
在
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
高
校
生
の
時
に
「
や
っ
ぱ
り
牛
を

飼
い
た
い
」
と
い
う
思
い
で
酪
農
大
学
校

へ
進
学
。
お
か
や
ま
酪
農
協
の
ヘ
ル
パ
ー

職
員
と
し
て
経
験
を
積
ま
れ
た
後
、
く
に

と
み
牧
場
の
従
業
員
と
し
て
働
き
始
め
て

２
年
目
の
若
手
酪
農
家
で
す
。

　

就
農
さ
れ
る
前
は
「
ゆ
っ
た
り
と
し
た

仕
事
が
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
実
際
は
牛
に
時
間
を
合
わ

せ
る
の
で
大
変
だ
と
感
じ
る
こ
と
も
。

　

就
農
す
る
時
に
は
「
牧
場
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
」
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
嬉
し

く
、
よ
り
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
と
思
い

決
心
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
今
で
は
「
細
か

い
と
こ
ろ
に
も
気
付
け
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
」
と
自
信
も
付
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
飼
料
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り

学
び
、
牛
舎
の
中
の
こ
と
は
何
で
も
分
か

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
、「
い

つ
か
自
分
の
牧
場
を
持
ち
た
い
」
と
い
う

夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

終
始
笑
顔
で
ハ
キ
ハ
キ
と
対
応
さ
れ
て

い
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
早
川

さ
ん
に
は
今
の
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
経
験
し
、
学
ん
で
、
必
ず
夢
を
実
現
し

て
も
ら
い
た
い
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

（
生
乳
課
）

　

番
組
で
は
、
曜
日
に
よ
り
テ
ー
マ
を
決

め
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
月
曜
日　

担
い
手
・
Ｊ
Ａ
職
員
紹
介
・

高
校
生
の
紹
介

・
火
曜
日　

農
畜
産
物
の
紹
介

・
水
曜
日　

火
曜
日
に
紹
介
し
た
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
・

栄
養
士
に
よ
る
料
理
・
栄
養

等
の
紹
介

・
木
曜
日　

Ｊ
Ａ
活
動
紹
介
・
市
町
村
の

紹
介

・
金
曜
日　

直
売
所
・
イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

搾
乳
等
お
忙
し
い
時
間
帯
の
放
送
に
な

り
ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
と
き
は
ぜ
ひ

観
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
材
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
が
や
っ
て
き
た
！

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ　

月
～
金　

18
時
50
分
よ
り
）

夢に向かって頑張ります‼
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
４
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

４
月
の
採
卵
計
画
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ

り
詳
細
な
情
報
が
必
要

な
場
合
は
、
最
寄
り
の

家
畜
保
健
衛
生
所
、
受

精
卵
移
植
師
の
方
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
能
力
評
価
を

牛
群
検
定
成
績
か
ら
行

う
た
め
、
検
定
参
加
農

家
の
方
を
譲
渡
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日

や
交
配
予
定
種
雄
牛
に

つ
い
て
は
、
急
遽
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

次
回
の
採
卵
は
５
月

８
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

※
ご
要
望
・
ご
意
見
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
畜

産
研
究
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【優良牛】（選別性判別無し＠32,560、雌判別@43,450） 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日

♀：デイベロツプ　ソリユーシヨン　プリン　9685　ＥＴ
登録番号：15369  9685  0
北海道導入牛、産乳成分に優れる

４／10

♂：アルタカワイイ（511H16334）
米国５位相当

ヤングサイヤ、産乳成分に優れる

総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

2736

252

65

12%

9%

39%

73% -39

81462
24%

24%
47103

0
20
40
60
80

100

交配精液は、長命連産事業対象（＠6,000円以内）です。
事業の詳細は、おかやま酪農協へお問い合わせいただくか、農林水産省のホームページをご覧ください。
在庫卵情報（在群上位牛）

採卵牛 総合指数（順位） 系統 個体識別番号 種雄牛 性※ 保存※※ 在庫数
ウルル 3262 １% ウエストジエツト 1390973202 レネゲード（♀） 550H14134 判別♀ ガラス化 1

　 選別精液♀ ガラス化 5

　 選別精液♀ ダイレクト 3

　 オーウエン（♀） 777H12666 判別♀ ガラス化 2

　 選別精液♀ ダイレクト 6

キヤツプ 3176 １％ チヤシテイ 1509873645 マローン（♀） 507H16263 選別精液♀ ガラス化 3

　 パースーツ（♀） 777H11186 選別精液♀ ダイレクト 7

シヤルル 3100 １％ シヤーレツテイ 1390973028 バーグーン（♀） 507H16163 判別♀ ガラス化 4

　 選別精液♀ ガラス化 4

　 レツチワース（♀） 550H16110 選別精液♀ ガラス化 3

キヤシー 3098 １％ チヤシテイ 1607272593 キヤプテン（♀） 551H4119 選別精液♀ ガラス化 6

キズナ 3084 １％ チヤシテイ 1509873652 オービツト（♀） 507H15496 選別精液♀ ガラス化 4

キキ 3042 ２％ キヤロツトＫ 1390973127 ハイプレシヤス（♀）JP61137 判別♀ ガラス化 2

パーフェクト（♀） 507H15085 判別♀ ガラス化 2

　 選別精液♀ ダイレクト 3

ラビー 3010 ２％ ラベール 1600872271 フロストバイト（♀）7H15821 選別精液♀ ガラス化 3

キヤスト 2917 ４％ チヤシテイ 1354972036 デデイケート（♀） 551H3590 選別精液♀ ダイレクト 3

キヤリー 2776 ９％ チヤシテイ 1546371500 アルコーブ（♀） 777H11000 選別精液♀ ダイレクト 6

※判別♀：受精卵を性判別、選別精液♀：性選別精液使用・卵の性判別無し
※※ガラス化：畜産研究所で融解、ダイレクト：移植時に融解移植
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令
和
６
年
12
月
某
日
、
島
根
県
飯
南
町

の
㈱
来
島
牧
場
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
蒜

山
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
片
道
２
時
間
ほ
ど
、
国

道
54
号
沿
い
の
小
高
い
場
所
に
あ
り
、
牧

場
周
辺
の
景
色
や
気
候
が
蒜
山
高
原
と
似

て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
昨

年
、
ロ
ー
タ
リ
ー
型
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導

入
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
搾
乳
舎
、
成
牛
舎
、

育
成
舎
、
哺
育
舎
な
ど
を
新
設
さ
れ
、
哺

乳
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
も
導

入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
若
干
興
奮
状

態
で
到
着
し
、
は
じ
め
に
ロ
ー
タ
リ
ー
型

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
オ
リ
オ
ン
社
製
で
、
現
在
国
内

で
稼
働
し
て
い
る
の
は
９
機
だ
そ
う
で

す
。
収
容
頭
数
は
40
ポ
イ
ン
ト
で
１
時
間

に
お
お
よ
そ
６
回
転
し
、
こ
ち
ら
の
牧
場

で
は
搾
乳
牛
約
７
６
０
頭
を
搾
る
の
に
４

時
間
か
か
ら
な
い
そ
う
で
す
。
搾
乳
作
業

は
基
本
２
人
一
組
で
行
う
こ
と
が
で
き
、

１
人
は
牛
の
追
い
出
し
で
、
も
う

１
人
は
モ
ニ
タ
ー
の
監
視
な
ど
の

作
業
を
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
合
わ
な

い
牛
は
手
動
で
搾
る
こ
と
も
で
き

る
そ
う
で
す
。
今
後
は
８
３
０
頭

ま
で
増
頭
を
予
定
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
成
牛
舎
に
は

牛
床
全
面
に
マ
ッ
ト
が
敷
設
さ

れ
、
搾
乳
舎
ま
で
の
通
り
道
に
も

隙
間
な
く
マ
ッ
ト
が
敷
か
れ
て
あ

り
、
ケ
ガ
を
防
止
す
る
作
り
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ス
ト
ー
ル
に

は
た
っ
ぷ
り
の
敷
料
と
大
型
フ
ァ

ン
や
細
霧
装
置
で
暑
熱
対
策
も

し
っ
か
り
と
施
さ
れ
、
快
適
さ
を

感
じ
る
牛
舎
で
し
た
。

　

哺
育
舎
で
は
、
自
走
式
哺
乳
ロ

ボ
ッ
ト
「
カ
ー
フ
レ
ー
ル
」
を
導

入
さ
れ
て
か
ら
、
哺
乳
に
か
か
る

時
間
が
大
幅
に
減
少
で
き
た
こ
と

や
、
最
大
で
３
ℓ
を
１
日
４
回
給

与
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
子
牛
の

発
育
が
格
段
に
良
く
な
っ
た
こ
と

な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

糞
尿
は
ス
ラ
リ
ー
セ
パ
レ
ー

タ
ー
を
介
し
て
分
離
さ
れ
、
糞
は

敷
料
用
に
戻
し
堆
肥
に
、
近
隣
の

耕
種
農
家
さ
ん
に
も
使
っ
て
も
ら

い
耕
畜
連
携
を
図
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
尿
は
廃
棄
乳
も
一
緒
に

専
用
の
濾
過
設
備
に
よ
っ
て
川
に

流
せ
る
ほ
ど
ク
リ
ー
ン
に
な
る
と

い
う
点
も
驚
き
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
ス
マ
ー
ト
化
さ
れ
、
労
働
力
削

減
、
作
業
効
率
・
生
産
性
の
向
上

を
実
現
し
た
先
進
酪
農
の
現
場
に

驚
く
こ
と
ば
か
り
で
、
と
て
も
価
値
の
あ

る
視
察
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

莫
大
な
費
用
を
投
じ
て
規
模
拡
大
に
踏

み
切
ら
れ
た
背
景
に
は
、
地
域
密
着
の
生

乳
生
産
と
い
う
こ
だ
わ
り
や
過
疎
化
が
進

む
町
で
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
受
け
皿
と
な

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
思
い
、
き
つ
い
仕
事
と
い
う
酪
農

の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
男
女
問
わ
ず
活

躍
で
き
る
農
場
を
目
指
し
、
機
械
化
を
進

め
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
受
精
卵
に
よ

る
和
牛
子
牛
の
生
産
も
積
極
的
に
行
い
、

縮
小
傾
向
に
あ
る
地
元
の
和
牛
繁
殖
、
並

び
に
、
和
牛
産
地
の
再
興
に
も
注
力
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
忙
し
い

中
、
快
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
㈱
来

島
牧
場
代
表
取
締
役　

灘
尾
さ
ん
を
は
じ

め
、
牧
場
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
を
伝
え

る
と
共
に
、
今
回
の
視
察
研
修
に
際
し
ま

し
て
、（
一
財
）
お
か
ら
く
教
育
振
興
会

よ
り
助
成
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
蒜
山
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会

 　

山
口　

英
範
）

蒜
山
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
視
察
研
修

ロータリー全景

ロボット搾乳部分
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牛乳を配布しました

政治懇談会のようす

記念撮影

熱心に行われた意見交換

　

２
月
９
日
、「
第
46
回
市
民
健
康
づ
く

り　

愛
ら
ぶ
高
梁
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
」

が
高
梁
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
び
ほ
く
青
年
部
、
女
性
部
合
同

で
消
費
拡
大
の
一
環
と
し
て
牛
乳
配
布
を

行
い
ま
し
た
。

　

高
梁
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
で
は
１
０
０

０
人
近
い
ラ
ン
ナ
ー
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー
ル
す
る
頃
を
見
計
ら

い
ゴ
ー
ル
地
点
で
、「
運
動
後
の
牛
乳
は

プ
ロ
テ
イ
ン
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
」
と

声
を
か
け
手
渡
し
、
ま
た
応
援
に
来
ら
れ

て
い
る
方
や
大
会
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
も

　

２
月
22
日
、
お
か
ら
く
西
大
寺
事
務
所

２
階
大
会
議
室
で
、
衆
議
院
議
員　

山
下

貴
司
氏
と
参
議
院
議
員　

小
野
田
紀
美
氏

を
お
招
き
し
、
管
内
組
合
員
と
家
族
、
関

係
団
体
職
員
を
含
め
て
30
名
ほ
ど
集
ま

り
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
緊
迫
し
て
い
る

酪
農
窮
状
を
陳
情
い
た
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
備
前
支

部　

山
本
一
司
支
部
長
が
開
会
を
し
、
山

下
氏
と
小
野
田
氏
、
岡
山
県
酪
農
政
治
連

盟　

三
宅
穣
次
委
員
長
、
岡
山
市
議
会
議

員　

成
本
俊
一
氏
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
政
治
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
改
正
畜
安
法
の
見
直

し
、
牧
場
の
収
支
を
時
給
換
算
し
た
場
合

に
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
や
機
械
の
単

純
更
新
に
対
す
る
補
助
事
業
の
設
立
な

ど
、
切
実
な
要
望
が
上
が
り
ま
し
た
。
山

手
渡
し
ま
し
た
。

　

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大

変
喜
ば
れ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
牛
乳

は
大
好
き
」
と
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。

　

な
お
、
吉
備
中
央
町
の
「
第
15
回
吉
備

中
央
町
早
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は
、
前
日

の
降
雪
で
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
青
年
部
、
女
性
部
合
同
で
も
っ

と
も
っ
と
牛
乳
の
良
さ
と
消
費
拡
大
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

（
び
ほ
く
事
務
所
）

下
氏
と
小
野
田
氏
か
ら
は
、
農
水
省
で
の

聞
き
取
り
を
も
と
に
し
た
丁
寧
な
ご
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
酪
農
家
の

窮
状
に
関
し
て
は
か
な
り
切
実
な
思
い
を

感
じ
ら
れ
た
の
か
、「
持
ち
帰
っ
て
再
度

検
証
し
ま
す
」
と
の
お
言
葉
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

１
時
間
30
分
ほ
ど
の
政
治
懇
談
会
で
し

た
が
、
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
両
氏

に
お
伝
え
で
き
こ
と
は
有
意
義
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
な
ど
の
影
響
が
あ
り
、
３
年
以

上
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
不
手
際
な
点
が

多
々
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、
盛
大
な
懇
談
会
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
備
前
支
部
）

び
ほ
く
地
区
女
性
部
・
青
年
部

牛
乳
消
費
拡
大
活
動

酪
政
連
備
前
支
部
政
治
懇
談
会
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●

●

●

ひ

ろ

ば

事

報

理

会

告

　

１
月
30
日
、
第
２
９
４
回
理
事
会
を
理

事
９
名
、
監
事
３
名
が
出
席
し
、
開
催
し

た
。

　

檜
尾
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
６
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
６
年
度
12
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
購
買
業
務
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

　

合
併
時
に
制
定
さ
れ
た
購
買
業
務
規
程

を
見
直
し
た
と
こ
ろ
、
実
務
と
乖
離
し
て

い
る
規
定
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
内
容
を

協
議
し
、
購
買
業
務
規
程
の
一
部
変
更
を

承
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
に
つ
い
て
、
第
３
四
半

期
苦
情
等
の
報
告
に
つ
い
て
、
正
組
合
員

の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

育
児
の
た
め
サ
ン
ト
ク
畜
産
㈱
を
退

職
し
、
お
か
ら
く
に
入
組
し
て
丸
４
年

に
な
り
息
子
も
今
年
の
４
月
１
日
で
５

歳
に
な
り
ま
す
。
４
月
１
日
生
ま
れ
は

学
年
で
一
番
最
後
の
生
ま
れ
に
な
る
た

め
保
育
園
で
の
生
活
を
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
、
保
育
園
の
先
生
に
話
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
息
子
は
甘
え
上
手
で
自
分

で
で
き
る
よ
う
な
こ
と
も
同
じ
ク
ラ
ス

の
子
に
世
話
を
焼
い
て
も
ら
っ
て
生
活

し
て
い
る
よ
う
で
、
親
と
し
て
は
孤
立

し
て
い
な
く
て
良
か
っ
た
と
思
う
反

面
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
し

よ
う
や
！
と
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
妻
は
美
容
師
を
し
て
い
る
の
で

土
・
日
・
祝
は
私
が
息
子
を
見
ま
す

が
、
た
ま
に
妻
と
休
み
が
合
い
一
緒
に

息
子
を
み
て
い
る
時
に
保
育
園
と
同
じ

く
甘
え
て
一
人
で
で
き
る
こ
と
を
し
よ

う
と
し
な
い
の
で
、
私
が
『
自
分
で
し

な
さ
い
』
と
叱
る
と
、
妻
か
ら
『
し
て

あ
げ
れ
ば
え
え
が
ん
、
な
ん
で
そ
ん
な

こ
と
言
う
ん
』
と
逆
に
叱
ら
れ
た
り
し

て
、
な
に
が
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
ま

ま
日
々
迷
走
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
産
ま

れ
た
仔
牛
の
気
持
ち
を
面
白
可
笑
し
く

書
こ
う
と
思
い
ま
す
。
仔
牛
と
話
せ
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
想
像

（
妄
想
）
に
な
り
ま
す
が
、
広
い
心
で

読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
産
ま
れ
た
ば
か
り

の
交
雑
種
メ
ス
の
濡
れ
仔
ち
ゃ
ん
で

す
。

　

朝
晩
の
寒
さ
が
厳
し
い
で
す
。
お
母

さ
ん
は
寒
さ
に
強
い
で
す
が
、
私
た
ち

仔
牛
は
寒
さ
に
弱
く
、
濡
れ
た
状
態
で

生
ま
れ
る
の
で
す
ぐ
に
拭
い
て
ほ
し
い

で
す
。
す
ご
く
寒
い
で
す
…
寒
く
て
初

乳
も
飲
め
な
い
し
、
濡
れ
た
ま
ま
風
に

あ
た
る
と
体
力
を
奪
わ
れ
て
下
痢
し

ち
ゃ
い
ま
す
…

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
思
っ
て
い
た
よ
り

冷
た
く
て
、
ベ
ッ
ト
の
敷
料
が
少
な
い

と
お
腹
が
冷
え
ち
ゃ
う
… 

来
週
お
か

ら
く
の
流
通
担
当
の
人
が
外
の
世
界
へ

連
れ
出
し
て
く
れ
る
み
た
い
。

　

た
っ
ぷ
り
初
乳
を
飲
ん
だ
か
ら
免
疫

力
で
大
丈
夫
な
は
ず
！

　

今
日
は
い
つ
も
と
違
う
人
が
多
め
に

ミ
ル
ク
を
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
ん
だ
け

ど
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
な
ん
か

お
腹
が
お
か
し
い
よ
う
な
？

　

や
っ
ぱ
り
、
い
つ
も
の
時
間
に
、
い

つ
も
の
人
の
、
い
つ
も
の
ミ
ル
ク
じ
ゃ

な
い
と
ダ
メ
み
た
い
… 
ご
め
ん
な
さ

い
… 

私
、
繊
細
な
ん
で
す
…

　

な
ん
と
か
消
化
し
て
軟
便
だ
っ
た
か

ら
大
丈
夫
か
な
？

　

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
ど
や
っ
と
一
週

間
、
外
の
世
界
に
行
け
る
日
で
す
。

　

昨
日
は
温
度
差
が
あ
り
す
ぎ
て
水
溶

性
の
下
痢
し
ち
ゃ
っ
た
…

　

な
ん
か
保
留
っ
て
聞
こ
え
た
け
ど
、

ど
う
ゆ
う
意
味
か
し
ら
？

　

頑
張
っ
た
の
に
ミ
ル
ク
代
が
余
分
に

か
か
る
っ
て
な
ん
て
言
わ
れ
た
ら
泣
い

ち
ゃ
う
…

育
児（
人
間
）と

濡
れ
仔（
牛
）の
気
持
ち

流
通
課　

河
本　

裕
介

　

令
和
７
年
２
月
20
日
、
第
２
９
６
回
臨

時
理
事
会
を
理
事
７
名
、
監
事
３
名
が
出

席
し
、
開
催
し
た
。
三
宅
理
事
か
ら
一
身

上
の
都
合
に
よ
り
理
事
を
辞
任
す
る
旨
の

申
し
出
が
あ
り
、
理
事
会
は
こ
れ
を
受
理

し
ま
し
た
。

人　
　

事

退　

職

（
令
和
７
年
２
月
28
日
付
）

　

髙
田　
　

碧（津
山
地
区
専
任
ヘ
ル
パ
ー
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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生乳販売量（令和6年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和6年度）生乳販売量（令和5年度） 購買取扱数量（令和5年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

１

１
４～１

４～１
１

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５８６,４５０
５,６７９,８７４

７,９９３
７５,４００
３３９,９３９

,

２７０,９４０
２,８１３,５６４

７,２６９
７０,６７３
５７,２５４

１７２,０４６
１,４３５,３７８

４９９
３,６９０

１４３,９３２

１４３,４６４
１,４３０,８８４

２２５
１,０３７

１３８,７５３

101.2 
100.1 
101.0 
98.5 
102.8 

98.8 
98.0 
101.9 
97.4 
100.2 

104.9 
104.5 
75.4 
123.3 
105.2 

101.6 
100.0 
186.0 
107.6 
101.5 

5,087

5,001

7,993
7,913

　

２
月
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
猛
暑
に
よ
り
資
源
不
足
傾
向
に
あ
る
春
分
娩
の
牛
が
出

回
り
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
と
１
月
下
落
の
反
動
も
あ
っ
て
全
国
的
に
需
要
が
活
発
化

し
、平
均
価
格
は
税
込
62
万
８
千
円
（
前
月
比
３
万
７
千
円
高
・
前
年
比
４
万
５
千
円
安
）

と
一
段
値
を
上
げ
て
推
移
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
つ
い
て
は
、
資
源
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る
な
か
、
乳
価
改
定
に
よ
る
導
入
需

要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
と
春
分
娩
需
要
の
継
続
に
よ
り
、
強
含
み
で
推
移
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
３月
４日　日本酪農政治連盟総会（～５日）
５日　ジャージー改良同志会総会
10日　青年部・女性部酪農

発表大会・総会
11日　津山・真南地区ブロック会議
12日　びほく青年部総会
13日　評議員会
22日　第９回おからくＢ＆Ｗショウ
24日　管理職会議
25日　岡山県酪農政治連盟

美作支部大会
31日　理事会
４月
１日　現物監査
４日　2025セントラルジャパン

（～５日）
12日　第４回西日本Ｂ＆Ｗショウ

（～13日）
22日　管理職会議
26日　ジャージースプリングショウ
30日　理事会
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